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私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

11
月
27
日
（
水
）、
新
し
く
整
備
さ
れ
た
鳥

栖
市
民
公
園
内
の
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
第
58
回
鳥
栖
市
老
連
福
祉
大
会
を
5
年

ぶ
り
に
鳥
栖
副
市
長
・
大
久
保
哲
郎
様
、
鳥

栖
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
・
天
野 

昌
明
様
を
御
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し

開
催
い
た
し
ま
し

55
年
ぶ
り
に
来
賓
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催

年
ぶ
り
に
来
賓
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催

第
58
回 

鳥
栖
市
老
連
福
祉
大
会

た
。
な
お
、
向
門
慶
人
市
長
は
ご
公
務
、
県

議
会
議
員
3
名
様
は
、
本
会
議
と
重
な
り
残

念
で
し
た
が
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
鳥
老
連
・
島
会
長
よ
り

『
住
み
慣
れ
た
所
で
・
な
じ
み
深
い
人
と
助
け

合
う
』
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
大
切
で
あ

る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
功
労
賞
6
名
様
・
会
員
増
強
等

に
貢
献
さ
れ
た
5
ク
ラ
ブ
の
表
彰
・
90
歳
会

員
祝
賀
状
贈
呈
を
行
い
、
功
労
賞
を
受
け
ら

れ
た
江
島
町
江
寿
ク
ラ
ブ
・
久
保
様
よ
り
『
相

互
扶
助
』の
精
神
を
も
っ
て
、連
合
会
の
発
展
・

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
と
の
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
向
門
市
長
の
ご
祝
辞
を
大
久
保
副

市
長
に
代
読
し
て
い
た
だ
き
式
典
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
お
楽
し
み
の
演
芸
大
会
で

す
。
日
頃
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
練
習
し
て
き

た
も
の
の
「
本
番
前
4
ヶ
月
は
緊
張
を
も
っ

て
練
習
に
励
ん
で
き
た
」
と
話
さ
れ
て
い

た
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区
10
組

1
1
8
名
の

皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

第
59
回
福
祉

大
会
が
楽
し

み
で
す
。

3
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事



鳥 栖 市 老 連 便 り鳥 栖 市 老 連 便 り 第95号　 ( 2 )第9 5号　 ( 2 )

私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
、
健
や
か
に
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
本

会
事
業
の
推
進
に
御
理
解
と
御
支

援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
鳥
栖
市
制
70
周
年
の
祝

賀
の
年
で
し
た
。
記
念
行
事
の
催
し

も
の
も
多
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
栖
市
老
連
も
、
新
春
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
、
通
常
総
会
、
シ
ル
バ
ー
ヘ

ル
パ
ー
総
会
と
、
11
月
に
は
盛
大
に

福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た

会
員
皆
様
の
学
習
と
健
康
増
進
の

為
の
研
修
会
、
生
き
が
い
学
び
塾
等

も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大

運
動
を
合
言
葉
に
、
新
し
い
試
み
と

し
て
昨
年
よ
り
始
め
ま
し
た
各
団

体
、
区
長
会
の
集
ま
り
、
各
地
区
の

催
し
等
に
積
極
的
に
足
を
は
こ
び
、

市
老
連
の
魅
力
を
伝
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
役
員
の
高

齢
化
に
よ
る
後
継
者
難
で
ク
ラ
ブ

解
散
が
増
加
し
、
会
員
が
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
今
こ
そ
人
と
人
、
人
と

社
会
が
つ
な
が
り
助
け
合
い
な
が

ら
、
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
対
策
と
し
て
、
地
域

で
「
65
歳
以
上
者
は
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
」
へ
入
会
を
勧
め
て
も
ら
い
、
本

会
会
員
拡
大
、
若
い
人
の
ク
ラ
ブ
会

員
が
確
保
で
き
、
さ
ら
に
は
活
発
な

目
指
そ
う『
地
域
共
生
社
会
』の
実
現
へ

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
島
　
哲
之

会
長
新
年
あ
い
さ
つ

ク
ラ
ブ
活
動
で
会
員
相
互
の
信
頼
・

帰
属
意
識
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
ひ

い
て
は
高
齢
社
会
を
明
る
く
豊
か

な
長
寿
社
会
へ
と
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。「
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
活
動
」
へ

の
理
解
が
得
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
世

代
交
代
や
役
員
・
世
話
人
の
ス
ム
ー

ズ
な
引
継
ぎ
が
生
ま
れ
ま
す
。
防
災

対
策
、さ
ら
に
、若
い
高
齢
者
の
方
々

の
活
動
に
よ
り
町
区
の
伝
承
行
事

な
ど
が
履
行
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
会
員
不
足
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム

作
り
を
考
え
て
い
か
ね
ば
と
思
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
役
員
個
々
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
お
力
添
え
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、

行
政
や
自
治
会
な
ど
一
層
の
連
携

強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
そ
し
て
皆
様
、
い
つ
ま
で
も

元
気
な
高
齢
者
で
地
域
に
大
い
に

貢
献
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
御
多

幸
と
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
充
実
し
た
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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第 58 回 鳥栖市老連福祉大会表彰者名（敬称略）

◆功労表彰
氏　名 町　名

井上 　和秀 宿　町
森川 　孝ー 田代外町
長野 　敏子 神辺町
野口 　利勝 原古賀町
久保 　勝利 江島町
弓指  千鶴子 西田町

◆クラブ表彰（会員増強）
クラブ名 会長名

轟木町長寿会 杉野　 勝ニ
本町百年会 久光　 義則

飯田町老人クラブ 佐藤　 憲一
原町かささぎ会 牧野　 幹郎

江島町江寿クラブ 小林　 和昭

氏　名 町　名
松隈 　柳子 本通町
森 　　信子 藤木町
森 　　利子 藤木町
江田 　哲冶 藤木町
松隈 　文夫 高田町
古賀 ヨウコ 本　町
伊藤 千鶴子 本鳥栖町
村山 　　徹 布津原町
中島 　雅雄 宿　町
平川 ヨシエ 宿　町
大野 　清美 宿　町
梁井 　弘清 田代外町
石本 　　昇 田代外町
佐々木 澄惠 神辺町
成冨 　五夫 神辺町
天本 ヒサ子 神辺町
秦 　　忠治 神辺町
長 　　明雄 神辺町
松永 美代子 神辺町
岡本 ハルヨ 神辺町
高松 喜久子 酒井西町
松雪 キミヨ 酒井東町
西依 ツサ子 酒井東町
長野 キクエ 曽根崎町
松雪 九里子 曽根崎町

氏　名 町　名
寺崎 　彌生 曽根崎町
原 　香つ美 飯田町
原 　トヨ子 飯田町
赤坂 エチ子 飯田町
有馬 萬亀子 原　町
中村 　祐子 姫方町
前間 アサノ 姫方町
前間 　安子 姫方町
久保 　和子 桜　町
小石 　正明 桜　町
天本 アキエ 蔵上町
原 　八重子 蔵上町
杉野 アサ子 原古賀町
江副 　　功 原古賀町
内田 　國枝 山浦町
山口 　道子 儀徳町
江口 智枝子 儀徳町
鎮守 　冴子 幸津町
真田 　武彦 幸津町
豊増 　泰子 幸津町
原 　美重子 三島町
海老根 朝子 西田町
近藤 ヒサエ 西田町
佐野 　　勇 西田町
田島 佐智子 西田町

◆ 90 歳祝賀受彰者（昭和 9 年生まれ）

功労表彰・クラブ表彰・90 歳祝賀者の皆さん功労表彰・クラブ表彰・90 歳祝賀者の皆さん
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魅
力
あ
る
活
動
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
活
動
を
推
進
し
、

　
ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
と
向
上
を

　
ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
と
向
上
を

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
6
年
11
月
7
日
「
メ
ー
ト
プ

ラ
ザ
佐
賀
」
に
て
佐
賀
県
内
各
市
町

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
３
０
０
名
が

参
加
し
、
山
口
県
知
事
・
県
議
会
議

長
の
来
賓
を
戴
き
意
義
あ
る
研
修

齢
）・
知
事
在
任
10
年
目
を
迎
え
ら

れ
る
山
口
県
知
事
か
ら
は
「
過
去
の

経
験
を
活
か
し
改
善
に
努
め
、
更
に

先
を
見
据
え
る
事
の
大
切
さ
、
そ
の

た
め
は
自
身
が
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
、
ま
た
「
佐
賀
県
は

交
通
事
故
が
多
い
事
、
肥
満
・
糖
尿

病
予
備
軍
は
人
口
比
率
で
全
国
3

位
、
歩
く
事
・
運
動
す
る
事
が
大
切

だ
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
が
ん
相
談
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
松
本
美
佐
子
先
生
に
よ

る
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
は
」
と

題
し
、
現
在
の
が
ん
患
者
へ
の
向
き

合
い
方
、
告
知
の
意
義
・
終
末
期
医

療
・
緩
和
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。「
何
を
大
切
に
ど
の
様
に

生
き
る
の
か
」
自
分
の
人
生
を
選
ぶ

時
代
と
な
っ
た
事
。
家
族
と
の
話
し

合
い
こ
そ
が
大
切
と
の
講
演
で
し

た
。

　

そ
の
後
江
北
町
老
連
会
長
の
「
会

員
に
対
す
る
買
い
物
割
引
制
度
」、

佐
賀
市
老
連
事
務
局
長
の
「
機
械
化

と
デ
ー
タ
の
共
有
化
」
に
つ
い
て
の

事
例
発
表
が
続
い
た
。
式
典
終
了
後

は
代
表
ク
ラ
ブ
の
舞
台
発
表
が
あ

り
大
い
に
盛
り
上
が
り
予
定
時
刻

に
閉
幕
し
た
。

編
集
委
員
長
　
原
　
武
嗣

会
が
開
催
さ
れ
た
。
鳥
栖
市
か
ら
市

老
連
会
長
・
役
員
、
行
政
（
市
高
齢

者
福
祉
）
の
12
名
が
出
席
し
た
。

　

緊
張
の
中
、
古
賀
県
連
会
長
か

ら
は
「
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か

し
楽
し
く
魅
力
あ
る

活
動
を
推
進
し
、
ク

ラ
ブ
の
充
実
強
化
と

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向

上
を
図
ろ
う
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
続

い
て
功
労
者
22
名
・

優
良
ク
ラ
ブ
育
成
3

名
・
永
年
勤
続
者
へ

表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。
受
賞
で
は
佐
賀

市
老
連
関
係
者
が
18

名
（
ク
ラ
ブ
）
と
6

割
以
上
を
占
め
る
頑

張
り
に
感
心
さ
せ
ら

れ
た
。

　

来
年
60
歳
（
老
人

ク
ラ
ブ
加
入
可
能
年
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10
月
5
日
（
土
）
鳥
栖
市
老
連
囲

碁
将
棋
大
会
を
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
広
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
将
棋
大
会
参
加
者
が
な

く
、
囲
碁
大
会
8
名
に
よ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
抽
選
で
対
戦
相
手
を
決

め
盤
面
に
向
か
い
ま
す
。
対
局
が

始
ま
る
と
同
時
に
大
広
間
全
体
の

空
気
が
キ
ー
ン
。
対
局
が
終
わ
る

と
同
時
に
笑
顔
と
張
り
詰
め
た
空

気
が
和
や
か
に
流
れ
る
よ
う
で
し

た
。
緊
張
感
漂
う
中
、
連
覇
を
阻

止
し
た
堀
内
四
段
が
優
勝
で
幕
と

な
り
ま
し
た
。

『
堀
内
四
段
の
一
言
』

　

初
め
て
の
参
加
で
し

た
が
大
い
に
楽
し
め
ま

し
た
。

鳥
栖
市
老
連
囲
碁
大
会

各
対
局
で

静
か
な
る

熱
戦
！

優　勝 堀内 　　宏 【麓地区】　 四段

準優勝 福田 　正隆 【田代地区】 五段

第３位 松雪 　晴雄 【基里地区】 五段

（敬称略）（敬称略）

　
1
年
前
、
大
き
な
災
害
を
も
た
ら

し
た
『
能
登
半
島
地
震
』、
各
地
に
豪

雨
を
も
た
ら
し
た
『
線
状
降
水
帯
』、

災
害
か
ら
生
命
を
守
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
』
の
心
配

も
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

8
月
の『
生
き
が
い
学
び
塾
』で
は
、

鳥
栖
市
総
務
課
よ
り
『
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
』
と
題
し
出
前
講
座

を
開
い
て
頂
き
ま
し
た
。
防
災
対
策

に
必
要
な
の
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

災
害
か
ら
身
を

災
害
か
ら
身
を

��

守
る
た
め
に
は

守
る
た
め
に
は

生
き
が
い
学
び
塾

　

今
、
多
く
の
災
害
経
験
か
ら
重
視

さ
れ
て
き
た
行
動
が
一
部
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。災
害
が
発
生
す
れ
ば
、市
・

災
害
関
係
公
的
機
関
は
即
動
い
て
く

れ
ま
す
が
、
交
通
・
通
信
等
の
切
断

に
よ
り
『
公
助
』
が
行
き
届
か
な
い

事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

力
を
発
揮
し
被
害
軽
減
に
直
結
し
て

い
る
の
は
『
自
助
』・『
共
助
』
で
す
。

　
『
自
助
』
と
は
、
家
庭
で
日
ご
ろ
か

ら
災
害
に
備
え
た
り
災
害
時
に
は
早

期
に
避
難
し
た
り
す
る
な
ど
「
自
ら

の
命
は
自
ら
が
守
る
」。

　

さ
ら
に
、「
共
助
」
と
は
、
近
隣
が

協
力
し
て
避
難
し
た
り
初
期
消
火
活

動
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
地
域
住
民

が
助
け
合
う
「
自
分
た
ち
の
地
域
の

安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
誰
が
」「
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
」「
ど

の
よ
う
な
行

動
を
と
る

か
」
あ
ら
か

じ
め
決
め
て

お
く
『
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ

ン
』
の
作
成

が
重
要
と
感

じ
ま
し
た
。
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私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

7
月
26
日
（
金
）、
女
性
部
長
研

修
会
を
31
名
中
20
名
の
参
加
を
頂

き
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
を
使
っ
て
帽
子
ブ
ロ
ー
チ
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
篠
原
麓
地
区
女
性
部

長
さ
ん
で
す
。何
か
ら
何
ま
で
キ
ッ

　

11
月
29
日
（
金
）
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
県
老
連
主
催
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
、
市
老
連
主
催
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
及
び
予
選
会

は
『
国
ス
ポ
』
の
関
係
で
、
鳥
栖

市
陸
上
競
技
場
で
の
開
催
が
で
き

ず
各
地
区
で
の
大
会
が
予
選
会
を

兼
ね
、
上
位
14
名
が
県
大
会
に
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
は
、
雨
・
雨
・
雨
の

空
模
様
、
大
会
当
日
の
佐
賀
市
内

天
気
予
報
は
、
今
年
一
番
の
寒
さ

44
年
ぶ
り

年
ぶ
り

入
賞
を
果
た
す

入
賞
を
果
た
す

単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
研
修
会

佐
賀
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

に
加
え
て
雨
。

　

大
会
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
予
定

通
り
に
集
合
し
朝
8
時
出
発
し
ま

し
た
。

　

大
会
開
会
式
も
雨
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
水
た
ま
り
多
数
、
そ
の
厳
し

い
状
況
の
中
4
パ
ー
ト
に
分
か
れ

た
県
内
３
６
８
名
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
鳥
栖
市
老
連

選
抜
の
選
手
も
『
雨
に
も
負
け
ず
・

風
に
も
負
け
ず
』
寒
さ
に
打
ち
勝

ち
、
酒
井
逸
子
さ
ん
・
居
石
明
さ

ん
の
2
名
が
4
年
ぶ
り
に
鳥
栖
市

老
連
に
入
賞
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
し
た
。
閉
会
式
も
雨
で
し
た
。

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
か
ら

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
か
ら

か
わ
い
い
ブ
ロ
ー
チ
へ

か
わ
い
い
ブ
ロ
ー
チ
へ

ト
一
式
揃
え
て
頂
き
、
作
成
開
始

で
す
。
参
加
さ
れ
た
単
位
女
性
部

長
さ
ん
た
ち
、
一
生
懸
命
『
そ
の

帽
子
の
色
も
い
い
ね
！
』『
バ
ラ
の

飾
り
ど
こ
に
着
け
よ
う
か
な
？
』

と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
と
あ
っ
と
い
う
間

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後

に
胸
に
つ
け
た
り
、
頭
に
つ
け
た

り
し
笑
顔
で
写
真
撮
影
し
研
修
会

を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

篠
原
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

《
後
日
談
》

　

研
修
後
、
自
宅
に
戻
り
、
作
り

続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
女
性
部
長

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

会
員
全
員
に
い
き
わ
た
る
と
良
い

で
す
ね
。
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私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
6
年
7
月
4
日
～
5

日
、
大
分
市
ホ
テ
ル
日
航
大
分

に
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
九
州
各
県
か
ら
1
9
3

名
が
、
佐
賀
県
か
ら
県
連
古
賀

会
長
、
鳥
栖
市
老
連
か
ら
は
私

牧
野
の
、
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
松

島
紀
由
常
務
理
事
か
ら
「
団
塊

世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
超

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
現
在

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課

題
・
令
和
5
年
度
老
人
ク
ラ
ブ

実
態
調
査
報
告
」
が
な
さ
れ
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
福
岡
県
み

や
こ
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
犀

川
支
部
井
上
事
務
局
長
に
よ
る

「
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
の
会

員
増
強
」
と
題
し
て
の
発
表
。

　

日
頃
は
、
木
工
・
陶
芸
・
囲

碁
・
ペ
タ
ン
ク
・
G
G
・
歩
こ

う
会
等
の
組
織
で
活
動
し
て
い

る
事
。
特
異
な
の
は
趣
味
の
養

蜂
と
巣
箱
作
り
の
仲
間
数
名
の

加
入
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
年

寄
り
が
定
期
的
に
集
ま
る
場
所

に
は
勧
誘
し
や
す
い
人
材
が
多

く
、
さ
ほ
ど
難
し
い
事
で
は
な

か
っ
た
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

佐
賀
県
江
北
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
古
賀
会
長
か
ら
は
「
会

員
に
対
す
る
買
い
物
割
引
制
度

に
つ
い
て
」
の
苦
労
話
に
続
き
、

当
老
人
ク
ラ
ブ
は
町
と
の
係
わ

り
も
多
く
、
ク
ラ
ブ
の
存
在
自

体
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
会
員

数
の
維
持
も
保
た
れ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
、
羨
ま
し
い

限
り
で
し
た
。
た
だ
会
員
増
強

の
話
で
は
返
っ
て
く
る
言
葉
は

「
ま
だ
働
い
て
い
る
・
高
齢
者

も
忙
し
い
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
名

前
が
良
く
な
い
・
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
等
」
と
他
の
ク
ラ
ブ
と
同

じ
よ
う
で
す
。
更
に
高
鍋
町
中

鶴
高
齢
者
部
も
ひ
ろ
げ
会
、
宮

本
会
長
か
ら
は
「
規
約
の
周
知

徹
底
に
よ
る
会
員
増
強
運
動
」

に
つ
い
て
の
発
表
が
続
い
た
。

　

2
日
目
は
、
大
分
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
・
牧
会
長
か
ら
、

戦
国
大
名
「
大
友
宗
麟
」
の

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
活

動
状
況
の
話
が
あ
っ
た
。

　

地
域
に
合
わ
せ
た
様
々
な
ク

ラ
ブ
活
動
報
告
を
聞
き
、
私
た

ち
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
事
情
が

変
わ
っ
て
も
、
今
後
多
く
の
方

と
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
健
康

で
過
ご
せ
る
仲
間
・
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

「
老
人
会
会
員
増
強
の
取
り
組
み
」の

「
老
人
会
会
員
増
強
の
取
り
組
み
」の

報
告
を
聞
い
て

報
告
を
聞
い
て

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

鳥
栖
市
老
連
副
会
長
　
牧
野
　
幹
郎
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各クラブの活動を各クラブの活動を
� 写真でご紹介します� 写真でご紹介します

江島町江寿クラブ江島町江寿クラブ
�【10 月 1 日　秋季大祭 �【10 月 1 日　秋季大祭 大注連縄作り大注連縄作り】

　江島町では毎年 10 月に 1 ヶ月をかけて村田
八幡宮大祭の一連行事を執り行います。
　最初の行事が下宮の入り口に掛ける大注連縄
を、当番班の全員が出役し作ります。その後男
竹の支柱に取り付けます。このことを「大注連
縄降ろし」と言います。
　これから 10 月末までが祭り期間となりま
す。祭りの中心となる行列浮立は 10 月 15 日
に近い日曜日に執り行われます。今年は 13 日
がその日となります。
　この日は、行列浮立に参加する者を決める「役
割」が若頭にて執り行われます。

秋季大祭の大注連縄作り秋季大祭の大注連縄作り

　年間計画の万年青会会員による秋季旅行会を実
施しました。今回は祐徳グループ大町温泉といた
しました。
　今回も天気予報は雨で心配していましたが、晴
天となり関係者一同ホッとしたところです。
　参加者 21 名の皆さんが一様に喜んでくれまし
たので、世話役の冥利につきました。外町公民館
を午前9時30分に出発し、17時30分に無事帰着。
日帰りの旅行ではありましたが、楽しい時間を過
ごすことができまして、会員同士の親睦を図るこ
とができたと思っております。

田代外町万年青会田代外町万年青会
�【10 月 18 日　�【10 月 18 日　秋の日帰り旅行】

本日は晴天なり！日帰り旅行で楽しい時間本日は晴天なり！日帰り旅行で楽しい時間

　近距離でもあり、天候も考慮して久光製薬（株）
鳥栖工場を見学場所に選びました。前回から、年
数もだいぶ過ぎておりましたが、機械化が進んで
いることにただ驚きでした。個々の作業場であっ
ても作業員は女性 3 人で、製造はすべて機械に
よって製品となります。
　そこで考えさせられるのは、これから先はます
ます AI 化され人の労働力を機械に奪われる時代
になり、人間の収入減となり生活に支障が出るこ
とにならないかと危惧するところです。
　我々もデジタル化に少しでも後れをとらぬ努力
をすることだと思います。

田代外町万年青会田代外町万年青会
� 【8 月 23 日　� 【8 月 23 日　工場見学会】

地元企業「久光製薬」への工場見学会地元企業「久光製薬」への工場見学会

9月は楽しい敬老祭9月は楽しい敬老祭

宿町老友会宿町老友会
� 【9 月 16 日　� 【9 月 16 日　宿町敬老祭宿町敬老祭】】

　宿町老友会の 9 月の主な活動として宿町敬老
祭を行いました。9 月 16 日（月）11：30 ～
14：00、参加者 50 名（会員 35 名参加）、公
民館にて開催。来賓として鳥栖市長が出席、お
謡い三番、日舞、カラオケや手品で楽しい敬老
祭となった。
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　秋の日帰り旅行として 13 名で花立山温泉に
行きました。当日は台風 21 号の余波で雨模様
でしたが、幸い靴が濡れるほどではありませ
んでした。
　気持ち良い温泉、豪華な食事、ちょっとの
アルコール、買い物、そして何より賑やかな
談笑。あっという間の 3 時間でした。
　色づき始めたハナミズキを車窓に見ながら、
トラブルなく無事帰着。楽しめた一日でした。

本通町ハッピークラブ本通町ハッピークラブ
� 【11 月 1 日　� 【11 月 1 日　秋の日帰り旅行】

秋の一日を温泉と食事、談笑して楽しむ秋の一日を温泉と食事、談笑して楽しむ

轟木町長寿会轟木町長寿会
� 【10 月 22 日　� 【10 月 22 日　親睦旅行親睦旅行】

　顔を合わせるとほほ笑み、喜び合ういやし
の里「花立山温泉」へ轟町長寿会の 21 名で親
睦旅行に行きました。みんなで美味しい料理
に舌鼓！歌に踊りも飛び出し、楽しい思い出
となりました。

いやしの里「花立山温泉」へ楽しい親睦旅行！いやしの里「花立山温泉」へ楽しい親睦旅行！

　原町かささぎ会では、今季の日帰り旅行を 11
月 18 日（月）東峰村いぶき館と近郊の散策を企
画、会員 17 名で深まった晩秋の景色を見ながら
一日を過ごしました。原町公園を9時30分出発、
途中筑前町みなみの里公園に立ち寄りわら細工
の高さ 10 メートルの巨大なゴジラの案山子像展
示を見て初めて見る人は圧倒されました。地元
の大勢の皆さんの協力により毎年、ゴリラとか
ニワトリ等作品を変え 10 年以上続いているそう
です。それから小石原川ダムに向かい、工法が
ロックフィルダムという小岩で積み上げて製造
したダムで頭の中にあったコンクリートで固め

原町かささぎ会原町かささぎ会
�【11 月 18 日　�【11 月 18 日　秋の日帰り旅行】

東峰村いぶき館と近郊を散策東峰村いぶき館と近郊を散策

たもののイメージだったので新鮮に目に映りま
した。
　この日は残念ながら、雨天だったのですが、
晴れた日には水面がコバルトブルーに輝いて大
変鮮やかだそうです。ダムを見学し小石原焼の
集落まで山間の道を下っていくと、もみじの紅
葉が見ごろで、バスの中から感嘆の声が上がり
目の保養ができました。小石原で昼食をとり、
今回の一番の目的地東峰村のいぶき館に向かい
ます。予定時間につき、広報課の伊藤さんに懇
切丁寧に館のできた歴史を聞き昭和 9 年頃宝珠
山炭鉱が盛んな頃、炭坑関係者の交流の場とし
て伊藤伝右衛門さんが筑豊から移築したそうで、
伝右衛門の妻柳原白蓮と社会運動家との駆け落
ち事件を微々細々に説明され女性会員は、真剣
にそして羨望のまなざしで聞き入っていました。
　宝珠山炭鉱の繁忙期には、高倉健の父親もこ
この事務方として働いておられたそうです。伝
右衛門さん実像の写真と全員で記念写真に納ま
りいぶき館とお別れして、近くの JR 日田彦山線
の BRT の大行司駅につきそこには第 41 代式守
伊之助さんの達筆な筆のサインが展示してあり、
ちょうどそのころ通過した BRT バスを見送り、
それから山間にかかっている橋梁の眼鏡橋松尾
橋梁、奈良尾橋梁二つを見学して今回の予定を
終わりました。原町には夕方 5 時前無事に到着、
会員の親睦を深めて一日を楽しみました。
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通 信通 信地地 活活区区 動動
　各地区の老人クラブでは、様々な活動を通し
て地域の方とふれあい、教養を身につけ、毎日
いきいきと活動しています。今回は以下のクラ
ブの活動の様子をご紹介します。

　

10
月
25
日
（
金
）、
田
代
ま
ち
づ
く
り
推

進
セ
ン
タ
ー
内
で
開
催
さ
れ
た
田
代
地
区

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催
の
料
理
教

室
に
、
万
年
青
会
8
名
が
今
回
も
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
鳥
栖
保
健
セ
ン
タ
ー
の
松
永
先

生
の
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
食
生
活
に
つ

い
て
の
講
義
を
聞
き
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
に

伴
う
料
理
作
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

料
理
は
鳥
栖
市
食
改
推
進
協
議
会
の
皆

さ
ん
の
指
導
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
普
段
、

あ
ま
り
料
理
を
す
る
事
の
な
い
男
性
は
、

少
な
い
人
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
協
議
会
の
方
々
と
語
り
合

い
な
が
ら
、
短
い
一
日
で
は
あ
り
ま
し
た

が
親
睦
を
深
め
る
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
回
旭
老

人
ク
ラ
ブ
演

芸
大
会
開
催
、

２
０
２
４
年
9

月
27
日
金
曜

日
、
午
前
9
時

開
始
。

　

会
場
は
、
前

年
同
様
旭
ま

ち
づ
く
り
推
進

セ
ン
タ
ー
集
会

所
。
当
日
は
快

晴
で
、
程
よ
い

朝
で
し
た
。
演

芸
会
参
加
者

は
、
6
単
位
ク

ラ
ブ
+
西
新

町
で
、
16
チ
ー

ム
47
名
他
ス

タ
ッ
フ
と
一
般

入
場
者
45
名
。
総
勢
１
１
１
名
で
前
年

と
比
べ
て
若
干
減
り
ま
し
た
が
、
大
変

賑
や
か
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の

演
芸
会
は
前
年
に
続
き
第
2
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

実
施
が
正
式
に
決
ま
り
、
日
程
・
役

割
分
担
も
決
ま
り
、
開
催
ま
で
の
行
動

計
画
を
策
定
し
、
実
施
項
目
、
役
割
分

担
、
日
程
を
役
員
で
共
有
。
毎
月
の
会

議
で
進
捗
確
認
、
全
活
動
推
進
員
と
役

割
分
担
な
ど
打
合
せ
て
詰
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
前
年
と
違
い
、
協
賛
企
業
を

田代
地区

動脈硬化を
予防する
料理を作る！

田代地区　会長　中村　嘉孝

募
集
し
、
参
加
団
体
も
拡
大
を
狙
い
、

行
動
し
ま
し
た
。
協
賛
企
業
は
佐
賀
競

馬
は
じ
め
15
社
に
ご
協
賛
を
い
た
だ
く

事
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
今
回
は
来
賓
と
し
て
、

市
老
連
の
島
会
長
、
大
石
事
務
局
長
、

酒
井
旭
区
長
会
会
長
が
来
場
さ
れ
、
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
括
す
る
と

反
省
も
あ
り
ま
す
が
、
概
ね
賑
や
か
に

す
み
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
開
催
に
際
し
て
は
、
多
く
の
地

域
住
民
・
企
業
・
団
体
の
方
々
の
参
加

協
力
を
仰
ぐ
た
め
の
広
報
活
動
・
支
援

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
6
単
位
ク
ラ
ブ

の
各
役
員
は
「
第
2
回
旭
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
演
芸
大
会
計
画
書
」「
鳥
栖
市
老
連

便
り
・
ク
ラ
ブ
年
間
活
動
計
画
書
」
等

を
持
ち
地
域
内
企
業
・
区
長
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
・
町
づ
く

り
協
議
会
そ
の
他
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

訪
問
先
で
は
特
に
老
連
便
り

や
年
間
活
動
計
画
書
に
興
味
を

持
た
れ
、「
こ
ん
な
事
そ
ん
な

事
を
や
っ
て
い
る
の
」
と
感
心

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動

が
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
な

い
現
実
を
痛
感
す
る
と
と
も
に

地
元
有
力
企
業
・
団
体
ト
ッ
プ

に
説
明
し
、
理
解
い
た
だ
い
た

事
は
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

あ
る
企
業
代
表
者
と
の
面

会
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
規

高齢者料理教室

旭
地区

第２回旭老人クラブ
演芸大会をやりました

演芸大会

旭老人クラブ主催

約
、
加
入
年
齢
条
件
を
説
明
す
る
と
「
わ

が
社
の
従
業
員
に
も
該
当
す
る
年
齢
者

が
数
名
い
る
、
早
速
加
入
を
促
し
ま
す
」

と
の
あ
り
が
た
い
言
葉
ま
で
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

訪
問
活
動
に
よ
り
「
老
人
ク
ラ
ブ
の

日
頃
の
活
動
や
目
的
」
を
関
係
企
業
・

団
体
様
の
ト
ッ
プ
に
理
解
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
賛
同
と
活
動
資
金
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
幸
運
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
ク
ラ
ブ
・
会
員
に

限
ら
ず
、「
地
域
に
寄
り
添
っ
た
」
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
実
践
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
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第　  回42
　シリーズで連載している「クラブ探訪」。単位クラブの活動やクラブの特徴、活動報告な
どを紹介しております。

今日も元気に活動中！

　曽根崎町仙寿の会の活動方針は、健康・友
愛・奉仕を目標に活動しています。
　毎年会費は 2000 円納めていただいており
ますが、年度末には倍返しできるように現物
でお返ししています。
　「傷害保険」は全額クラブの負担、毎月第 1・
3 日曜日の清掃およびクラブ集会、毎月第 1・
3 水曜日アルミ缶回収事業に参加した会員に
はその奉仕がボランティアで終わらないよう
に現物支給等で対応するように努力していま
す。なお、清掃活動には町区、婦人会、消防団、
民児協の協力を願って実施しています。また、
町区者も参加されています。

若葉地区　神辺老松会若葉地区　神辺老松会
会長　島　哲之

　神辺老松会はグラウンド・ゴルフ、ふまねっ
と運動、花壇の手入れ、カラオケと 4 つのサー
クルを軸に、日々楽しく活動をしています。
また、小学校での昔遊びなど伝承活動も精力
的に行っているほか、お宮の清掃、日帰り旅
行、誕生会と会員同士の親睦も深めています。
これからも心身の健康維持に努め、居場所作
りにと、元気に三大運動「健康・友愛・奉仕」、
メインテーマ「のばそう！健康寿命、担おう！
地域づくりを」のもと、仲間との連携を大切
に活動をしてまいります。

現在の会員数：100名（男性39名/女性61名）
最高年齢会員：96歳（1名）

【右より】【右より】
島哲之会長、島哲之会長、
佐藤孫一副会長佐藤孫一副会長

　毎月の定例会には 10 名程が参加され行事
の紹介や会員相互の情報交換、とすっこ体操
などを楽しんでいます。そのほか、秋の日帰
り旅行や正月の新年祝賀会などで会員の親睦
を図っています。また、町区の「いきいきサ
ロン」や「とすっこ体操」などにも積極的な
参加を勧めています。伴侶を亡くされた方や
おひとり様会員が半数近くおられるので、「閉
じこもり」にならないように、参加しやすい
カラオケや交流会などを企画したいと考えて
います。

鳥栖地区 鳥栖地区 
本通町ハッピークラブ本通町ハッピークラブ

会長　森池　勝利

現在の会員数：43名
（男性12名/女性31名）
最高年齢会員：93歳（1名）

基里地区基里地区
曽根崎町仙寿の会曽根崎町仙寿の会

会長　青木　司有

現在の会員数：30名
（男性13名/女性17名）
最高年齢会員：92歳（2名）

　会員の平均年齢 81 歳。90 歳以上 13 名
（14.6％）、7 年度 9 名加わる、施設入居者 4 名。
90歳以上と施設入居者は年会費2000円免除。
　毎月 15 日に山浦八幡宮周辺を含む公園掃除
と役員会実施。12 班を 3 班に分けてアルミ缶
回収、班長が第 3 火曜日に公民館に持ち込み、
翌日の積込に立会う。役員は 12 名で 3 役を
兼務。
　年間行事は、3 月総会、7 月暑気払い、11
月日帰り旅行、1 月に新年会の 4 回で慰労会
開催。ちなみに令和 6 年度は総会参加 34 名、
暑気払い参加 43 名、日帰り旅行参加 25 名で
した。
　問題点として、役員の交代者がいなくて長
期にわたり同じ者で運営。マンネリ化が進ん
でいる状態。若い人の入会者がないので苦慮
しています。

麓地区麓地区
山浦町山寿会山浦町山寿会

会長　松枝　良勝

現在の会員数：86名
（男性48名/女性38名）
最高年齢会員：99歳（1名）
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咲
き
ま
し
た
「
ひ
ま
わ
り
」

�

三
島
町
長
寿
会
　
原
　
武
嗣

　

わ
が
三
島
町
長
寿
会
花
壇
に
3
度

目
の
挑
戦
で
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
が

満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
」
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

検
索
で
は
、「
向
日
葵
・
日
廻
り

草
・
日
車
・
日
輪
草
・
天
蓋
草
・

S
U
N
F
L
O
W
E
R
」
等
と
、
さ

ら
に
花
が
蕾
の
頃
は
光
を
求
め
て
太

陽
の
方
向
を
向
く
と
出
て
い
ま
す
。

　

い
か
に
も
夏
の
花
の
感
じ
で
す
。

さ
ら
に
は
米
大
リ
ー
グ
で
大
活
躍
の

大
谷
選
手
へ
の
ひ
ま
わ
り
シ
ャ
ワ
ー
、

紛
争
中
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
50
年
ほ
ど

前
に
見
た
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
主

演
の
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

令
和
6
年
1
月
発
行
の
老
連
便
り

第
93
号
で
「
花
壇
管
理
奮
戦
記
」
を

紹
介
戴
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
も

過
去
に
経
験
の
な
い
猛
暑
と
日
照
り
、

周
り
も
田
植
え
用
水
さ
え
心
配
す
る

程
の
水
不
足
で
花
壇
管
理
に
苦
労
し

ま
し
た
。
以
下
奮
戦
記
そ
の
2
で
す
。

　

4
月
初
め
に
は
咲
き
終
わ
っ
た
花

（
ビ
オ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー
・
矢
車
草
・
キ

ン
セ
ン
カ
等
）
を
処
理
し
、
新
た
な

花
の
植
え
付
け
準
備
ま
で
を
済
ま
せ

た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
梅
雨
時
の
花

壇
冠
水
全
滅
被
害
を
経
験
し
て
き
た

事
で
、「
今
年
も
ま
た
被
害
を
受
け
る

よ
」
と
の
声
が
上
が
り
花
の
種
蒔
き

植
え
付
け
を
見
送
り
時
期
を
待
つ
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
が
過
ぎ
た
6
月
末
に
は
再
度

整
地
を
済
ま
せ
、
7
月
上
旬
に
「
ひ

ま
わ
り
」
の
種
を
５
０
０
粒
程
を
ま

き
、
発
芽
を
待
ち
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
高
温
と
少
雨
乾
燥
の
た

め
、
数
本
の
発
芽
を
見
た
だ
け
、
そ

の
芽
も
ほ
ど
な
く
枯
れ
て
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
雑
草
だ

け
は
旺
盛
に
茂
り
再
度
除
草
と
整
地

作
業
に
汗
を
流
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

適
期
を
少
し
逃
し
た
が
8
月
初
め

2
度
目
の
種
蒔
き
を
行
い
、
今
度

こ
そ
は
と
会
員
の
皆
様
や
有
志
の

協
力
に
よ
る
川
か
ら
の
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
・
毎
日
の
散
水
活
動
で
１
週
間
後

に
見
事
に
発
芽
し
、
そ
の
後
も
継

続
し
た
活
動
で
順
調
な
生
育
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

9
月
末
ご
ろ
か
ら
は
一
部
が
開
花

し
、
10
月
に
入
る
と
背
丈
よ
り
高
く

育
っ
た
。
さ
ら
に
中
旬
に
は
大
き
な

花
が
見
ら
れ
、
今
で
は
花
壇
全
体
に

大
輪
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
黄
色
一
色

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
の
後
は
種
を
採
取
し
て
、
来
年

は
こ
の
種
を
地
区
の
空
き
地
や
会
員

自
宅
周
り
に
も
撒
き
、
三
島
地
区
全

体
に
黄
色
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
る

風
景
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
花
い
っ
ぱ
い
」
を
目

指
し
会
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

　ガーデニングは、花や野菜、ハーブなどの植物を育てる活動で、自然と触
れ合いながら楽しめる趣味です。シニアにとって、ガーデニングはリラック
ス効果が高く、日常生活に潤いをもたらします。また、植物の世話を通じて
達成感を感じることができ、心身の健康にも良い影響を与えます。適度な体
を動かす作業が含まれ、運動不足の解消にもつながるため、庭やベランダな
ど、どこでも取り組める点が魅力です。さらに、季節の移り変わりや自然の
美しさを感じながら過ごすことができ、生活に豊かさをもたらします。

シニアに向けての趣味シニアに向けての趣味 ガーデニングガーデニング
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私
、
一
生
の
願
い

　
　
　
心
の
栄
養
に
な
る
言
葉

�

田
代
外
町
万
年
青
会
　
城
本
　
美
智
子

　

私
は
長
い

間
、
趣
味
で

編
物
を
し
て

き
ま
し
た
。

編
物
の
友
達

も
沢
山
で
き
、
作
品
も
そ
れ
な
り

に
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

師
の
お
陰
で
88
歳
に
な
っ
た
今

で
も
、「
ひ
ま
」
と
思
え
る
時
間
を

と
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
小
学

生
の
時
、
休
み
時
間
も
外
の
日
向

に
出
て
、
よ
く
何
か
を
編
ん
で
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
編

物
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

私
は
編
物
で
東
京
総
括
の
先
生

の
言
葉
を
今
も
大
切
に
し
て
お
り

ま
す
。
先
生
の
言
葉
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
切
な
私
の
心
と
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

世
の
中
で

〇
一
番
楽
し
く
立
派
な
こ
と
は
一

生
を
貫
く
仕
事
を
も
つ
こ
と

〇
真
面
目
な
こ
と
は
人
間
と
し
て

教
養
の
深
い
こ
と

〇
寂
し
い
こ
と
は
す
る
仕
事
の
な

い
こ
と

〇
醜
い
こ
と
は
人
の
生
活
を
う
ら

や
む
こ
と

〇
美
し
い
こ
と
は
人
の
為
に
奉
仕

を
し
て
決
し
て
恩
に
き
せ
な
い

こ
と

〇
悲
し
い
こ
と
は
う
そ
を
つ
く
こ

と
〇
大
切
な
こ
と
は
全
て
の
も
の
に

愛
情
を
持
つ
こ
と

ハ
イ
…
…
…
…
…
…
…
素
直

ス
ミ
マ
セ
ン
…
…
…
…
反
省

オ
カ
ゲ
サ
マ
…
…
…
…
謙
虚

ワ
タ
シ
ガ
シ
マ
ス
…
…
奉
仕

ア
リ
ガ
ト
ウ
…
…
…
…
感
謝

自
由
と
は

〇
遠
慮
な
く
抵
抗
の
出
来
る
人

〇
自
分
に
正
直
で
あ
る

〇
い
や
な
こ
と
か
ら
、
さ
っ
さ
と

逃
げ
出
す
こ
と
の
出
来
る
人

心
の
栄
養
と
は

〇
感
動
す
る

〇
尊
敬
す
る

〇
心
と
形
が
一
体
に
な
る
時

全
力
で
前
向
き
に
生
き
る
こ
と

〇
出
来
ま
せ
ん
…
…
や
っ
て
み
ま
す

〇
知
り
ま
せ
ん
…
…
調
べ
て
み
ま
す

〇
分
り
ま
せ
ん
…
…
考
え
て
み
ま
す

一
人
し
か
い
な
い
自
分
、

一
度
し
か
な
い
人
生

　

そ
れ
は
速
や
か
に

　

過
ぎ
去
る
で
あ
ろ
う
か
ら
！

老
後
は
、
若
い
と
き
よ
り

月
日
が
た
つ
の
が
早
い

　

一
日
を
十
倍
と
し
て
気
楽
に
し
て
、

　

あ
だ
に
日
を
暮
さ
な
い
よ
う
に

我
が
姿　

た
と
え
翁
に
見
え
て
も

心
は
い
つ
も　

花
の
真
っ
盛
り

白
髪
は　

栄
え
の
冠
で
あ
る

　

正
し
く
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て

　

そ
れ
が
得
ら
れ
る

　

師
の
言
葉
は
全
部
自
分
に
あ
て

は
ま
る
よ
う
な
指
針
を
感
じ
ま
す
。

身
体
は
弱
っ
て
き
ま
し
た
が
、
は

て
さ
て
、
こ
れ
か
ら
こ
れ
ら
の
言

葉
を
最
後
ま
で
守
っ
て
い
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
身
体
を
充
分
に
愛
し

ん
で
過
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
致
し
ま
す
。

　

〇
ま
ぬ
け
さ
ん

　
　

糸
一
本
に　

ひ
き
ず
ら
れ

　

〇
ひ
き
ず
ら
れ

　
　

よ
ろ
こ
び
は
こ
ぶ　

糸
一
本

み
ち
子
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朝
の
佐
賀
弁
ラ
ジ
オ
体
操

�

西
田
町
65
会
会
員
一
同

　

西
田
町
第
一
公
園
で
は
、
朝
8
時

前
に
な
る
と
人
が
集
ま
り
賑
や
か
に

な
っ
て
き
ま
す
。
65
会
（
老
人
会
）

会
長
、
区
長
の
提
案
で
健
康
維
持
と

会
話
（
憩
い
）
の
場
と
し
て
、
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
が
女
性
部
長
の
Ｃ
Ｄ
ラ

ジ
オ
S
W
O
N
で
始
ま
る
か
ら
で
す
。

　

毎
日
一
万
歩
近
く
散
歩
さ
れ
た
元

気
な
体
操
リ
ー
ダ
ー
に
合
せ
て
、
暑

い
日
も
雨
の
日
も
休
ま
ず
登
校
児
童

よ
り
早
く
道
路
に
立
ち
見
守
っ
て
下

さ
る
指
導
員
の
方
を
始
め
、
小
学
校

近
く
、
町
内
通
学
路
を
見
守
り
、
周

回
し
て
会
話
に
加
わ
る
校
長
先
生
、

小
学
校
通
学
路
の
見
守
り
・
清
掃
活

動
（
ゴ
ミ
拾
い
）
を
し
て
頂
く
「
鳥

栖
に
わ
か
会
長
」
手
押
し
車
で
参
加

さ
れ
る
高
齢
者
の
方
、
公
園
近
く
の

方
は
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
手
を
休

め
、
町
内
の
か
た
が
多
く
参
加
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
事
が
誰
か
の
「
口
コ
ミ
」

で
鳥
栖
市
・
佐
賀
県
に
広
が
り
今
回

嬉
し
い
話
が
会
長
宅
に
届
い
た
そ
う

で
す
。
7
月
31
日
に
「
か
ん
ぽ
保
険
」

の
方
が
3
名
西
田
公
民
館
に
来
館
さ

れ
立
派
な
表
彰
状
を
会
長
が
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

児
童
が
夏
休
み
に
入
る
と
朝
7
時

か
ら
65
会
員
の
指
導
で
、
目
を
こ
す

り
こ
す
り
体
操
に
参
加
し
た

児
童
総
数
60
名
は
大
き
な
掛

け
声
を
出
し
、
体
操
が
終
わ

れ
ば
全
員
礼
を
し
て
上
級
生

の
所
に
行
き
〇
印
を
も
ら
っ

て
帰
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
思

い
ま
す
。

　

鳥
栖
市
制
70
周
年
と
し
て

N
H
K
全
国
ラ
ジ
オ
体
操

が
8
月
6
日
（
火
）
に
陸
上

　

皆
様
の
声
・
ご
意
見
を

�

募
集
し
ま
す　

　

第
95
号
発
行
に
は
多
く
の
投

稿
を
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。
今
回
の
投
稿
も
一
部
の
常

連
投
稿
者
・
ク
ラ
ブ
に
偏
っ
た

感
が
有
り
ま
し
た
。
興
味
有
る

便
り
作
り
の
た
め
幅
広
い
投
稿

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

誌
面
作
り
に
は
極
力
原
文
そ

の
ま
ま
の
掲
載
に
努
め
ま
し
た

が
誌
面
の
制
約
上
一
部
修
正
・

削
除
・
加
筆
等
を
致
し
ま
し
た
。

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
「
鳥
栖
市
老
連
便
り
」
は
約

48
年
間
に
わ
た
り
継
続
発
行
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
先

輩
か
ら
引
き
継
が
れ
て
来
た
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
、
よ
り
良

い
広
報
誌
を
発
行
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
で
す
が

老
連
便
り
誌
面
で
「
面
白
か
っ

た
・
参
考
に
な
っ
た
・
関
心
深

か
っ
た
記
事
」
等
・「
皆
に
知

ら
せ
た
い
事
」
等
ご
意
見
感
想

を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
投

稿
を
頂
い
た
方
に
は
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

競
技
場
で
有
り
、
65
会
一
同
有
志
が

5
時
30
分
に
集
合
し
て
車
4
台
に
相

乗
り
し
て
、
表
彰
お
礼
を
兼
ね
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
場

（
西
田
第
一
公
園
）
で
は
ラ
ジ
オ
の
電

池
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
電
池
（
単

2
電
池
6
個
）
が
１
週
間
し
か
使
用

で
き
な
く
、
購
入
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
出
来
れ
ば
第
一
公
園
に
差
し
込

み
（
電
源
）
の
設
置
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
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こ
の
た
び
は
、
鳥
栖
市
老
連

便
り
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し

て
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
誌
は
、
会
員
が
豊

か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

何
卒
末
永
き
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

川川
柳柳

ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
ク
イ
ッ
ク
秋
の
旅
へ
出
る

ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
ク
イ
ッ
ク
秋
の
旅
へ
出
る

テ
ー
ブ
ル
が
星
空
に
な
る
バ
ー
ス
デ
イ

テ
ー
ブ
ル
が
星
空
に
な
る
バ
ー
ス
デ
イ

友
が
い
て
私
の
今
日
が
あ
る
の
で
す

友
が
い
て
私
の
今
日
が
あ
る
の
で
す

わ
た
く
し
の
背
骨
を
通
る
過
去
ひ
と
つ

わ
た
く
し
の
背
骨
を
通
る
過
去
ひ
と
つ

草
取
り
の
私
を
待
っ
て
い
る
ビ
ー
ル

草
取
り
の
私
を
待
っ
て
い
る
ビ
ー
ル

御
来
光
わ
た
し
の
意
地
を
見
せ
る
富
士

御
来
光
わ
た
し
の
意
地
を
見
せ
る
富
士

田
代
外
町
万
年
青
会
　
丸
山
　
マ
サ
子

田
代
外
町
万
年
青
会
　
丸
山
　
マ
サ
子

懐
か
し
い
若
楠
国
体
民
泊
し

懐
か
し
い
若
楠
国
体
民
泊
し

散
歩
道
歩
く
人
な
し
暑
さ
だ
け

散
歩
道
歩
く
人
な
し
暑
さ
だ
け

彼
岸
花
暑
さ
で
く
る
い
神
無
月

彼
岸
花
暑
さ
で
く
る
い
神
無
月

楽
し
み
は
親
睦
旅
行
皆
笑
顔

楽
し
み
は
親
睦
旅
行
皆
笑
顔

ふ
ま
ね
っ
と
一
致
団
結
郷
土
愛

ふ
ま
ね
っ
と
一
致
団
結
郷
土
愛

神
辺
老
松
会
　
島
　
　
哲
之

神
辺
老
松
会
　
島
　
　
哲
之

詩詩筑筑ち
く
ご
が
わ
ら
い
さ
ん

ち
く
ご
が
わ
ら
い
さ
ん

後
川
礼
讃

後
川
礼
讃

満
々
た
る

満
々
た
る
水水み
な
も

み
な
も面面

　　
悠悠ゆ
う
き
ゅ
う

ゆ
う
き
ゅ
う久久
の
流
れ

の
流
れ

幾幾い
く
と
せ

い
く
と
せ年年
万万ば
ん
ぶ
つ

ば
ん
ぶ
つ物物
をを
育育は
ぐ
く

は
ぐ
く

み
又
み
又
潤潤う
る
お

う
る
お

すす

時
に
暴
る
ゝ
も

時
に
暴
る
ゝ
も
畏畏い
け
い

い
け
い敬敬
と
情
愛
を
込
め

と
情
愛
を
込
め

人
は
呼
ぶ
そ
の
名

人
は
呼
ぶ
そ
の
名
筑筑ち
く
し

ち
く
し紫紫
次
郎
と

次
郎
と

宿
町
老
友
会
　
三
村
　
武
利

宿
町
老
友
会
　
三
村
　
武
利

　

多
く
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆投稿連絡先◆
　◯郵送（または持参）
　　鳥栖市本町 3 丁目 1494-10
　　中央老人福祉センター内
　　鳥栖市老人クラブ連合会  事務局
　◯ FAX　0942-84-3396
　◯ E-mail
　　 torouren@air.ocn.ne.jp
� までよろしくお願いいたします
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■「鳥栖市 老連便り ®」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

鳥 栖 市 老 連 便 り鳥 栖 市 老 連 便 り

私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

30クラブ523名によるクリーン作戦

老人クラブ元町会（22名）

姫方町寿楽会（13名）飯田町老人クラブ（13名）

儀徳町福寿会（15名）

酒井西町老人クラブ（16名）

江島町江寿クラブ（30名）

山浦町山寿会（16名）

神辺老松会（22名）

本通町ハッピークラブ（9名）本鳥栖町水影寿会（19名）

田代外町万年青会（13名）

宿町老友会（12名）

蔵上町老人クラブ（44名）

養父根っ子の会（21名）

藤木町藤寿会（20名）

幸津町幸寿会（15名）

下野町長寿会（3名）

酒井東町宝友会（17名）

布津原町老人クラブ（16名）

西田町 65会（23名）

轟木町長寿会（20名） 桜町長寿会（12名）

平田町親和会（10名）

幡崎町老人クラブ（11名）中央区五町寿クラブ（12名）

原町かささぎ会（26名）原古賀町寿慶会（17名）

高田町老松会（12名） 三島町長寿会（28名）

曽根崎町仙寿の会（16名）

　鳥栖市老連では、全国一斉社会奉仕の日（9月20日）を　鳥栖市老連では、全国一斉社会奉仕の日（9月20日）を
目途に、30クラブ523名が参加し社会奉仕活動を行いま目途に、30クラブ523名が参加し社会奉仕活動を行いま
した。各クラブで活動された皆さんをご紹介します。した。各クラブで活動された皆さんをご紹介します。


